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技
術
普
及
課

は
じ
め
に

　

技
術
普
及
課
の
主
要
な
業
務
は
、
①
国
有
林
事
業
に
お
け
る
技
術
の

開
発
及
び
普
及
、
②
森
林
・
林
業
に
関
す
る
知
識
の
普
及
、
③
森
林
環

境
教
育
の
推
進
、
④
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
の
推
進
、
⑤
森
林
総
合

監
理
士
等
の
人
材
育
成
、
⑥
森
林
生
態
系
保
護
地
域
で
の
自
然
再
生
や

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、
⑦
早
池
峰
山
周
辺
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
生
息
状
況
調

査
、⑧
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
防
止
の
た
め
の
新
技
術
の
導
入
・

実
証
に
関
す
る
調
査
、
⑨
民
間
団
体
と
連
携
し
た
東
日
本
大
震
災
で
流

失
し
た
海
岸
防
災
林
の
再
生
な
ど
、多
岐
の
分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
業
務
の
中
か
ら
４
つ
の
業
務
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

１ 

技
術
開
発
の
推
進
及
び
成
果
の
普
及

　

林
業
の
成
長
産
業
化
に

向
け
、
林
業
コ
ス
ト
の
削

減
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
東
北
森
林
管

理
局
で
は
当
課
が
中
心
と

な
り
、
地
域
特
性
を
踏
ま

え
た
技
術
開
発
目
標
を
定

め
、
こ
の
目
標
を
実
現
す

る
た
め
、
６
つ
の
技
術
開

発
課
題
（
図
１
）
を
設
定

し
て
、
当
課
及
び
森
林
技

術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が

試
験
研
究
機
関
と
連
携
し

て
、
技
術
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
証
さ
れ
た
成

果
の
普
及
の
た
め
、
国
有

林
職
員
、
林
業
事
業
体
、

高
校
や
大
学
な
ど
か
ら
三
十
七
課
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
一
月
三
十
日
か
ら
三
十
一
日
に
開
催
し
ま
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
是
非
と
も
参
加
願
い
ま
す
。

２ 

森
林
環
境
教
育
の
推
進

　

水
源
か
ん
養
、
土
砂
災
害
の
防
止
な
ど
の
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能

を
広
く
国
民
の
皆
様
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
昭
和
六
十
年
か
ら
「
森も

り林
の

市
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
の
市
で
は
、
出
展
者
に
よ
る
山
菜
や
木
工
品
等
の
販
売
に
加

え
、
山
の
写
真
展
、
秋
田
ス
ギ
を
使
用
し
た
積
み
木
コ
ー
ナ
ー
や
木
工

ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
様
々
な
年
代
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
を
準
備
し
て
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、森
林
と

ふ
れ
あ
う
キ
ッ

カ
ケ
を
提
供
す

る
事
で
、
よ
り

森
林
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
秋

田
市
内
の
小
学

生
を
対
象
に
し

た
森
林
教
室

（
写
真
２
）
や
林

業
体
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。
併

せ
て
、
夏
休
み

期
間
中
に
親
子

を
対
象
に
し
た

森
林
教
室
や

県
及
び
市
町
村
林
務
担
当
者
を
対
象
と
す
る
現
地
検
討
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
は
主
に
、
植
栽
時
期
を
選
ば
ず
容
易
に
植
栽
が
可

能
な
コ
ン
テ
ナ
苗
（
写
真
１
）
を
使
用
し
て
伐
採
・
搬
出
か
ら
植
栽

ま
で
を
連
続
的

に
行
う
事
に
よ

り
、
施
業
の
低

コ
ス
ト
化
を
図

る
「
一
貫
作
業

シ
ス
テ
ム
」（
図

２
）
の
現
地
検

討
会
を
当
課
お

よ
び
森
林
管
理

署
等
の
主
催
に

よ
り
十
四
回
開

催
し
ま
し
た
。
今

年
度
も
同
様
に

現
地
検
討
会
の

開
催
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
加

え
て
、
成
果
の
普

及
や
関
係
者
の

交
流
を
目
的
と

す
る
森
林
・
林
業

技
術
交
流
発
表

会
を
２
日
間
に

渡
り
開
催
し
て

い
ま
す
。
昨
年

は
国
有
林
職
員
、

（写真 1）コンテナ苗（スギ）

図2 一貫作業システムの仕組み（例）
従来方式

○伐採と造林を別々に作業
○裸苗の植付は春（又は秋）に限定

○地拵え・苗木運搬等は人力
伐採・搬出 地拵え 植付

伐採と造林の一貫作業システム

○伐採と造林を連続して作業
○地域、作業条件によって、栽培適期が長く植栽効率の高いコンテナ苗を活用

○地拵え・苗木運搬は機械を活用
植付地拵え伐採・搬出

地拵え・植付コストを削減

（あわせて、下刈の省略化や植栽密度の低減等による全体コストの低減に取り組む）

図1 平成29年度 東北森林管理局技術開発課題

※開発目標
1 森林・林業の再生に資する造林・保育・生産技術の確立
2 公益的機能の高度発揮のための森林施業及び保全・利用技術の確立
3 効率的な森林管理及び健全な森林の育成技術の確立

課題名 開発期間開発
目標

低密度植栽試験
ヒバコンテナ苗による低コスト育林手法の開発
多雪寒冷地における大苗植栽の特性について
早生樹を使用した施業モデルの構築
海岸防災林の機能強化
ヒバ天然林施業の調査データ収集と解析

1
1
1
1
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3
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 ( 写真２) 小学生を対象にした森林教室
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「
山
の
日
記
念
」
森
林
教
室
を
仁
別
森
林
博
物
館
に
お
い
て
実
施
し
て

い
ま
す
。（
親
子
森
林
教
室
の
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
下
さ
い
。）

　

各
種
の
森
林
教
室
で
使
用
す
る
仁
別
森
林
博
物
館
は
昭
和
三
十
九
年

に
秋
田
市
仁
別
の
国
有
林
（
仁
別
国
民
の
森
）
に
開
館
し
、
平
成
二
十

年
に
建
物
の
改
修
等
に
よ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。
展
示
内

容
は
、
仁
別
の
森
に
生
息
す
る
動
植
物
の
紹
介
、
日
本
三
大
美
林
の
一

つ
で
あ
る
天
然
秋
田
ス
ギ
の
成
立
経
緯
や
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
行
わ
れ

て
い
た
森
林
鉄
道
に
よ
る
運
材
の
歴
史
や
実
際
に
使
用
し
て
い
た
機
関

車
の
展
示
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

東
北
森
林
管
理
局
は
、
仁
別
森
林
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人
会

及
び(

株)

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
秋
田
支
社
と
体
験
型
森
林
環
境
教
育
の
実
施

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
博
物
館
周
辺
の
環
境
整
備
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
案
内
人
会
に
よ
る
無
料
ガ
イ
ド
に
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

当
課
で
は
、
協
定
記
載
事
項
の
実
施
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人
会
へ

の
研
修
及
び
森
林
鉄
道
展
な
ど
の
企
画
展
の
実
施
に
よ
る
展
示
内
容
の

充
実
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

３ 

民
有
林
行
政
支
援
の
た
め
の
人
材
育
成

　

民
有
林
行
政
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、
平
成
二
十
五
年
度
よ
り
各
森

林
管
理
署
に
森
林
技
術
指
導
官
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
有

林
へ
の
支
援
を
行
う
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
林
業
普
及
指
導
員
資

格
試
験
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
「
地
域
森
林
総
合
監
理
」
区
分
を
追
加

し
、
合
格
者
が
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
総
合
監
理
士
は
、
森
林
・
林
業
の
様
々
な
課
題
に
対
応
し
、
森

林
・
林
業
に
関
す
る
専
門
的
か
つ
高
度
な
知
識
・
技
術
並
び
に
現
場
経

験
を
有
し
、
長
期
的
・
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
て
市
町
村
森
林
整
備
計

画
等
の
地
域
の
森
林
づ
く
り
の
全
体
像
を
示
す
と
と
も
に
、
地
域
の
林

業
関
係
者
等
へ
の
技
術
的
支
援
を
的
確
に
実
施
す
る
事
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

当
課
で
は
、
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
国
有
林
職
員
や
県
職
員
等
を
対
象
と
し
た
森

林
総
合
監
理
士
育
成
研
修
（
技
術
者
育
成
研
修
・
実
践
研
修
等
）（
写

真
３
）
を
実
施
し
、
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
東
北
森
林

管
理
局
で
は
、
昨
年
度
ま
で
に
十
二
名
の
職
員
が
森
林
総
合
監
理
士
に

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
の
現
場
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
養
成
の
た
め
に
秋
田

県
、
山
形
県
な
ど
が
開
校
し
た
林
業
大
学
校
等
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と

　

東
北
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
来
年
度
に
宮
城
県
東
松

島
市
浜
須
賀
松
国
有
林
に
お
い
て
、
海
岸
防
災
林
の
再
生
活
動
を
希
望

す
る
団
体
を
募
集
中
で
す
。（
写
真
４
）

　

募
集
期
間
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
心

の
あ
る
方
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照
の
上
、
応
募
願
い
ま
す
。

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/tohoku/sidou/kyoutei/yam
otonishi_koubo.htm

l

お
わ
り
に

　

当
課
で
は
管
内
で
分
布
域
を
広
げ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

森
林
被
害
対
策
の
一
環
と
し
て
、
国
有
林
に
モ
デ
ル
地
域
を
設
定

し
、
地
域
の
関
係
者
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た
捕
獲
技
術
方
法
の
実
証
と
そ
の
成
果
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
今
回
は
紹
介
す
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
別
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
の
掲
載
を
機
に
技
術
普
及
課
の
業
務
を
少
し
で
も
知
っ
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に
当
課
が
主
催
す
る
各
種
の
催
し
に
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

を
目
的
に
、
県

と
の
覚
書
を
締

結
し
て
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
作

成
段
階
か
ら
助

言
を
行
う
と
と

も
に
、
職
員
の

講
師
派
遣
や
研

修
の
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
国
有

林
の
提
供
な
ど

に
よ
る
林
業
技

術
者
の
育
成
へ

の
支
援
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。４ 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
貢
献

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
、
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
の
海
岸
防

災
林
が
流
失
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
国
有
林
と
民
有
林

を
一
体
な
も
の
と
し
て
、海
岸
防
災
林
の
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
流
失
す
る
以
前
に
植
栽
さ
れ
て
い
た
主
要
樹

種
で
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
が
垂
直
に
深
く
根
を
伸
ば
す
性
質
が
あ
り
、
地
下

水
位
が
高
い
場
所
で
は
、
そ
の
ま
ま
植
栽
し
た
場
合
、
健
全
な
成
長
が

難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
２
ｍ
〜
３
ｍ
程
度
の
盛
り
土
に
よ

り
植
栽
箇
所
を
造
成
す
る
と
と
も
に
、
植
栽
木
を
強
風
等
か
ら
守
る
た

め
に
防
風
柵
等
を
設
置
し
、
こ
れ
ら
の
設
置
が
完
了
し
た
箇
所
か
ら
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
ク
ロ
マ
ツ
苗
木
の
植
栽
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
盛
り
土
造
成
が
完
了
し
た
箇
所
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
て
植
栽
か
ら
保
育
ま
で
の
海
岸
防
災
林
の
再
生
活
動
を
希
望
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
の
民
間
団
体
を
公
募
し
、
森
林
管
理
署
長
と
協
定
を
締

結
し
た
上
で
、
森
林
整
備
を
行
う
「
社
会
貢
献
の
森
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
に
よ
り
、
現
在
ま
で
に
延
べ
五
十
二
団
体
と
約
二
十
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

 ( 写真４) 東松島市浜須賀松国有林の公募箇所

 ( 写真３) 実践研修の様子
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「
着
任
に
当
た
っ
て
の
所
信
」

　
７
月
10
日
付
け
で

東
北
森
林
管
理
局
長

を
拝
命
し
た
小
島
孝

文
で
す
。
私
は
、
１

９
８
７
年
に
入
庁
し

今
年
で
31
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
前
橋

営
林
局
（
現
関
東
森
林
管
理
局
）
、
九
州
森
林

管
理
局
で
の
勤
務
経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
当
局

管
内
は
初
め
て
の
勤
務
に
な
り
ま
す
。
林
野
庁

在
勤
中
に
は
、
東
北
各
県
の
民
有
林
、
国
有
林

に
出
張
す
る
機
会
も
あ
り
、
各
県
の
森
林
・
林

業
関
係
者
の
方
々
と
意
見
交
換
も
し
て
き
て
お

り
、
森
林
・
林
業
の
現
状
に
つ
い
て
は
あ
る
程

度
把
握
し
て
い
ま
す
が
、
初
め
て
の
勤
務
で
あ

り
ま
す
の
で
、
早
く
自
分
の
目
で
状
況
を
把
握

し
て
、
職
責
を
果
た
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

  

今
回
の
機
会
に
着
任
に
当
た
っ
て
の
所
信
を
述

べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
現
在
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
に
関

す
る
最
大
の
課
題
は
、
戦
後
造
成
し
て
き
た
人

工
林
が
利
用
期
に
入
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
路
網
整
備
や
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
な
ど

資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
る
基
盤
整
備
を
図

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
形
で
林
業
の

け
た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
、
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
被
害
へ
の
対
応
、
岩
手
県
の
磐
井
川
地
区

や
山
形
県
の
銅
山
川
地
区
に
お
け
る
地
す
べ
り

工
事
な
ど
国
土
保
全
の
た
め
の
治
山
事
業
を
適

切
に
実
施
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

当
局
に
は
先
輩
方
が
営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た

伝
統
と
技
術
が
あ
り
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮

城
県
、
秋
田
県
及
び
山
形
県
の
当
局
と
国
有
林

野
等
所
在
市
町
村
、
森
林
組
合
、
素
材
生
産
業

の
林
業
事
業
体
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り
、
課

題
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
向
き
合
う
こ
と

で
、
必
ず
解
決
し
て
い
く
方
策
が
見
つ
か
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
我
々
国
有
林
の
職
員
は
、
森
林
の
保
全
か
ら

木
材
生
産
ま
で
森
林
・
林
業
に
関
す
る
専
門
集

団
で
あ
り
、
多
様
化
す
る
国
有
林
へ
の
役
割
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
人
材
育
成
も
重
要
な
課
題
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
多

忙
な
日
常
業
務
だ
と
思
い
ま
す
が
、
自
己
研
鑽

の
意
識
を
忘
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
の
向
上

に
も
努
め
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
有
林
は
地
域
に
根
ざ
し
た
存
在
で
あ
り
、

「
国
民
の
森
林
」
で
す
。
私
は
、
東
北
森
林
管

理
局
が
地
域
か
ら
信
頼
と
親
し
み
を
持
た
れ
る

組
織
で
あ
る
よ
う
、
職
員
と
と
も
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

成
長
産
業
化
を
進
め
、
地
方
創
生
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
管
内
５
県
に
ま
た
が
る
当
局

の
国
有
林
面
積
は
１
６
５
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

り
、
地
域
の
土
地
面
積
の
31
％
、
森
林
面
積
の

44
％
を
占
め
て
お
り
、
東
北
５
県
の
林
業
の
成

長
産
業
化
や
地
方
創
生
を
進
め
る
上
で
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
大
型
木
材
加
工
工
場
の
増
加
や
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
の
燃
料
利
用
の
需
要
が
高
ま
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
秋
田
ス
ギ
や
青
森
ヒ
バ
と

い
っ
た
高
品
質
材
や
広
葉
樹
材
だ
け
で
な
く
、

い
わ
ゆ
る
Ａ
材
か
ら
Ｃ
材
ま
で
需
要
が
多
様
化

し
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
変
化
も
踏
ま

え
、
既
存
の
製
材
工
場
、
合
板
工
場
等
も
含
め

原
木
の
安
定
供
給
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
管
内
に
は
世
界
自
然
遺
産
の
白
神
山

地
を
は
じ
め
、
八
甲
田
山
系
か
ら
蔵
王
山
系
に

至
る
奥
羽
山
脈
沿
い
か
ら
、
月
山
、
朝
日
・
飯

豊
連
峰
に
か
け
て
、
さ
ら
に
は
森
吉
山
、
鳥
海

山
、
北
上
山
地
周
辺
に
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど

の
素
晴
ら
し
い
自
然
植
生
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

貴
重
な
自
然
に
つ
い
て
は
保
護
林
等
に
指
定
し

て
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
自
然
公
園
等
に
指

定
さ
れ
た
森
林
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用

の
場
の
提
供
等
を
通
し
て
地
域
振
興
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
更
に
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受

東
北
森
林
管
理
局
長

　小
島
　孝
文
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美しい森林づくり

  

　由利森林管理署は、秋田県の南西部に位置し子吉川を主要河
川とした鳥海山北西地域、由利本荘市及びにかほ市の国有林約
23 千 ha を管轄しています。
　日本海沿岸のクロマツ海岸林（304ha）は地域社会を守る森
林として重要な役割を果たしています。
　しかし、昭和 58 年以降の松くい虫被害及び平成 10 年の豪
雪等により大きな被害があり、その再生を治山事業により実施
しています。また、その一部を小学生、高校生やボランティア
団体等に植栽・保育の場として提供し森林環境教育に取り組ん
でいます。
○小学校の森林環境学習

　平成 17 年に由利本荘市教育
委員会と締結した「遊々の森（未
来につなぐ森）」において、毎年
市立鶴舞小学校の５年生児童を
対象に、クロマツ等の植栽、下
刈、つる切り作業の体験や植物
観察、森林の働きなど森林環境
学習を実施しています。昨年は、
９月に児童 62 名が参加してつ
る切り作業を体験してもらい「木
が二酸化炭素を吸収して酸素を

出すことを知って驚いた」「慣れるとつるを簡単に切ることが
出来た」などの感想文が送られてきました。
○高校生の林業体験

　秋田県立矢島高校における総合学習の一環として「地域の自
然にふれあい環境問題を考え合う」というテーマで、森林環境
教育を毎年春と秋に学校側の要請により実施しています。５月
は、水林国有林において高校生が松くい虫被害森林の再生活動
の一部を担うことにより「環境への関心を深め地域へ貢献して
もらう」ことをねらいとして、１年生 34 名がクロマツ林の本
数調整伐作業を体験、「初めてで大変な作業だったが達成感が
ある」などの感想がありました。
　９月には、鳥海自然休養林「中島台地区」において、巨木百
選「あがりこ大王」を中心とした異形ブナ林及び鳥海山の火山

活動で形成された国指定天然記念物「鳥海山獅子ヶ鼻湿原植物
群落及び新山溶岩流末端崖と湧水群」の自然観察を実施し、地
域の自然・森林のすばらしさを体感しています。
○社会貢献の森での育樹活動

　秋田銀行では、創業 130 周年記念事業の一環として、松く
い虫被害を受けた水林国有林の再生を目的とした協定を平成
21 年に当署と締結し、平成 21、22 年にクロマツを植栽しま
した。（後に社会貢献の森（あきぎんの森）として協定）
　その後、銀行職員とその家族 70 名程度の参加によりクロマ
ツ林の下刈作業を行っています。本年度は７月に、成長ととも
に枝が伸び互いを被圧しているため枝打と下刈作業を実施しま
した。慣れない鋸を使っての枝打作業によりキレイに見通せる
林に変わり、「マツが成長しているのを見るのがうれしい」と
話していました。当署では毎年クロマツ林の必要性や道具の使
い方などを指導し活動をサポートしています。
○森林ボランティア団体等による森林環境活動

　林野庁が進める「国民の森林・クリーン活動」の一環として、
森林ボランティア団体「本荘海岸林を守る会」、東北森林管理
局フォレストボランティア員及び秋田県林業土木協会約 30 名
の協力を得ながら、本荘海岸林における清掃活動を毎年７月に
実施しています。海水浴場の周辺箇所もあるため海開きの前に
実施することとし、捨てられた空缶やペットボトル等トラック
に一杯のゴミを収集・処分しました。
　また、「本荘海岸林を守る会」は活動の一環としてクロマツ
を植栽し、７月の暑い中、毎年下刈作業を実施しています。
　今後も、国有林のフィールドを活用した森林環境教育やボラ
ンティア活動への支援を通じ、将来を担う子供達や地域の人達
に、森林・林業に関する理解を得られるよう取り組んでいきま
す。

クロマツ林再生と森林環境教育の取組　
由利森林管理署

つる切りを体験する小学生

慣れない枝打作業の銀行員 作業後の銀行員と家族

クリーンアップに参加した皆さん 本荘海岸林を守る会の下刈作業

本数調整伐を体験する高校生 自然観察（あがりこ大王）
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の
おはなし
Column

ニホンジカの分布を糞で把握する
̶ニホンジカ・カモシカ識別キットの開発̶

森林総合研究所東北支所　相川 拓也
カモシカ用の検査液（ii）の両方にそれぞれ加え（図1上）、こ
のチューブを約60℃で60分間保温します。この処理によっ
て、シカあるいはカモシカのDNAが検査液内で増えていき
ます。

（3）検査液の“色”による判定
　結果は検査液の色の変化で判定します。DNAが増える
ことで液体の色が変化するのです。シカ検査液（i）が緑色に
変化していれば、この糞はシカのものだったことを、また、カ
モシカ検査液（ii）が緑色に変化していれば、この糞はカモシ
カのものだったことを示しています（図1下）。

図1　検査液の色による判定結果。パターン1：シカの糞で
ある。パターン2：カモシカの糞である。

３ 本識別法の特徴
　検査液の色の変化で識別できるので、シカなのかカ
モシカなのかが一目瞭然でわかります。また操作も極
めて簡単なことから誰でも手軽に検査することができ
ます。本識別法を用いることで、カモシカが多数生息し
ているシカ分布の最前線地域においても、シカの生息
状況を調査できるようになります。本識別法は（株）ニッ
ポンジーンが製品化し、富士通株式会社が運営する
e Genome Order (http://genome.e-mp.jp/) から“ニ
ホンジカ・カモシカ識別キット”として販売されています。詳
しくはe Genome Orderのサイトをご覧下さい。

1 はじめに
　近年、日本ではニホンジカ（以下シカ：写真1）が急激に増
加しており、これまでほとんど生息が確認されていなかった
東北北部でも目撃される機会が増えてきました。シカ侵入
初期の地域では、さらなる生息域の拡大や農林業被害の甚
大化を防ぐために、あらかじめシカの予防的対策を検討し
ておくことが重要です。対策を講じる上で、シカの生息域や
生息密度を把握することは不可欠です。その調査方法の一
つに、シカの糞を利用する方法があります。しかし、シカの糞
はカモシカの糞とよく似ており、東北のようにカモシカが多
く生息する地域では、両者の糞を正確に区別するのは困難
でした。

２ DNAを利用した糞識別法
　そこで私たちのグループでは糞の表面に付着したDNA
を利用し、シカとカモシカ両種の糞を簡単、迅速かつ正確に
識別できる方法を開発しました。この識別法は以下の3つの
ステップで完結します。

（1）糞からのDNAの抽出
　野外に落ちている糞を拾ってきます（写真3）。糞の表面を
つまようじの先端で軽くこすり（写真4）、それをDNA抽出
用の液が入ったチューブに浸けます。このチューブを約
60℃で10分間、その後90℃で5分間保温します。この操作
により、糞の表面に付着していた動物のDNAが液体中に
溶け出します。

（2）シカ・カモシカのDNAを増幅
　（1）で得られたDNA抽出液を一滴、シカ用の検査液（i）と

（左）写真1　シカ（岩手県釜石市）　
（右）写真2　カモシカ（岩手県盛岡市）

（左）写真3　野外に落ちている糞　
（右）写真4　糞の表面をつまようじで軽くこする

シカ検査液
（i）

（i）
パターン1 パターン2

（ii） （i） （ii）

カモシカ検査液
（ii）

e Genome Order 検索
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７
月
28
日
（
金
）、
親
子
で
森
林
に
つ
い
て
学
び
、
森

林
に
ふ
れ
あ
い
、
森
林
を
体
験
す
る
機
会
と
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
仁
別
森
林
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人
会

（
以
下
「
案
内
人
会
」）
と
と
も
に
、
夏
休
み
親
子
森
林
教

室
を
秋
田
市
の
仁
別
国
民
の
森
に
あ
る
仁
別
森
林
博
物
館

で
行
い
ま
し
た
。　
　
　

　

今
年
は
、
８
組
16
名
の
保
護
者
と
子
供
た
ち
に
参
加
い

た
だ
き
、
案
内
人
６
名
、
秋
田
森
林
管
理
署
職
員
４
名
と

技
術
普
及
課
職
員
６
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、
身
近
に

森
林
を
感
じ
な
が
ら
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
で
東
北
森
林
管
理
局
を
出
発
し
た
時
に
は
、
雨
が

降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
博
物
館
に
到
着
す
る

と
そ
の
後
、
雨
が
止
み
曇
り
と
な
っ
て
、
天
気
が
持
ち
直

し
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、参
加
者
た
ち
は
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、

案
内
人
会
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
博
物
館
を
見
学
し
、
森

林
、
天
然
秋
田
ス
ギ
や
森
林
鉄
道
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し

た
り
、
仁
別
の
森
林
に
住
む
生
き
物
達
の
剥
製
を
熱
心
に

観
察
し
た
り
し
ま
し
た
。
特
に
、
参
加
者
は
展
示
し
て
い

る
森
林
鉄
道
の
機
関
車
に
乗
り
込
ん
だ
り
、
森
林
鉄
道
の

歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
森
林
体
験
学
習
を
博
物
館
見
学
し

な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
学
習
内
容
は
、
木
の
種
類
に
よ
り

木
の
重
さ
が
異
な
る
こ
と
や
香
り
が
違
う
こ
と
を
感
じ
た

り
、
年
輪
を
数
え
て
木
の
年
齢
を
調
べ
た
り
す
る
な
ど
、

見
る
だ
け
で
な
く
五
感
を
使
っ
た
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

博
物
館
で
学

ん
だ
後
は
、
博

物
館
周
辺
の
散

策
路
で
約
１
㌔

約
１
時
間
程
度

の
自
然
観
察
を

行
い
ま
し
た
。

樹
木
見
本
園
で

は
、
根
で
も
呼

吸
を
し
て
い
る

ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ

を
見
学
し
て
説

「
仁
別
の
森
林（
も
り
）で
遊
ぼ
う
！

　
夏
休
み
親
子
森
林
教
室
」
を
開
催

技
術
普
及
課

　

７
月
12
日
（
水
）、
東
北
森
林
管
理
局
で
は
秋
田
市
立

中
通
小
学
校
の
４
年
生
の
児
童
43
名
を
対
象
に
、「
森
林

教
室
」
及
び
木
製
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
花
の
苗
を
植
え
同
校

構
内
と
当
局
庁
舎
正
面
に
展
示
を
行
う「
環
境
美
化
活
動
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、「
森
林
の
働
き
」
に
つ
い
て
学
び
、
あ

わ
せ
て
植
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
児
童
の
豊
か
な
心

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
14
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

森
林
教
室
で
は
、
最
初
に
４
種
類
の
葉
（
ケ
ヤ
キ
、
ブ

ナ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
マ
サ
キ
）
を
児
童
に
配
り
、
葉
の
イ

ラ
ス
ト
な
ど
が
描
か
れ
た
紙
を
使
用
し
て
名
前
を
調
べ
ま

し
た
。
児
童
は
、
葉
と
紙
を
見
比
べ
な
が
ら
、
楽
し
み
な

が
ら
、
そ
し
て
時
に
悩
み
な
が
ら
挑
戦
し
、
答
え
合
わ
せ

の
た
び
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
に
な
る

と
葉
の
色
が
変
わ
り
落
葉
す
る
も
の
、
１
年
を
通
し
て
葉

の
色
が
変
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

森
林
の
働
き
に
つ
い
て
は
、
児
童
と
の
寸
劇
を
交
え
な

が
ら
木
は
何
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
考
え
、
森
林
の
水
源

か
ん
養
の
働
き
、
土
砂
く
ず
れ
防
止
の
働
き
、
防
風
林
の

働
き
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
の
働
き
を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
森
林
を
育
て
る
た
め
に
は
苗
木
の
成
長
を
邪

魔
し
て
い
る
雑
草
を
刈
る
作
業
や
ツ
ル
を
切
る
作
業
の
必

要
性
、
太
く
な
っ
て
き
た
木
を
少
し
ず
つ
切
っ
て
、
木
材

と
し
て
利
用
し
な
が
ら
残
っ
た
木
の
成
長
を
促
す
作
業
等

に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
児
童
か
ら
細
い
木
は
ど
う
い
っ
た
も
の
に
利
用

さ
れ
る
の
か
、
木
の
寿
命
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
な
ど
た
く
さ

ん
の
質
問
が
あ
り
、
児
童
の
木
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

森
林
教
室
の
あ

と
は
、
屋
外
に
移

動
し
て
木
製
プ
ラ

ン
タ
ー
42
個
に
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や

ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア

な
ど
６
種
類
の
花

の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
土
の
入
っ
た

プ
ラ
ン
タ
ー
は
大

人
で
も
持
ち
運
ぶ

の
が
大
変
な
重
さ

で
し
た
が
、
児
童

が
２
人
ペ
ア
に
な

り
校
内
だ
け
で
な

く
局
庁
舎
ま
で
一

生
懸
命
運
ん
で
展

示
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ラ

ン
タ
ー
は
こ
れ
か

ら
秋
ま
で
の
間
、

赤
色
、
黄
色
、
青

色
な
ど
の
花
た
ち

に
よ
っ
て
風
景
に

彩
り
を
与
え
、
見

る
人
の
目
と
心
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

森
林
教
室
や
環
境
美
化
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
児
童
た

ち
が
木
や
自
然
に
対
す
る
興
味
を
も
ち
、
人
や
環
境
に
つ

い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

明
を
聞
い
た
り
、イ
タ
ド
リ
の
茎
で
笛
を
作
製
し
た
り
と
、

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
樹
齢

２
０
０
年
を
越
え
る
天
然
秋
田
杉
の
森
の
中
で
、
様
々
な

生
き
物
や
植
物
に
出
会
い
、
案
内
人
会
の
説
明
で
新
し
い

こ
と
を
発
見
し
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。

　

午
後
か

ら
は
木
工

製
作
と
木

の
葉
の
標

本
作
製
体

験
を
行
い

ま
し
た
。

木
工
製
作

で
は
、
慣

れ
な
い
釘

打
ち
に
苦

労
し
な
が

ら
も
、
親
子

で
協
力
し
て
秋
田
県
産
杉
材
の
小
物
入
れ
を
組
み
立
て
ま

し
た
。
木
の
葉
の
標
本
作
製
は
、
か
ん
木
園
や
樹
木
見
本

園
で
採
取
し
た
葉
を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
て
作
製
し
ま
し

た
。
子
供
た
ち
は
、
様
々
な
木
の
葉
を
使
っ
て
、
魅
力
的

な
デ
ザ
イ
ン
の
標
本
を
作
製
し
て
い
ま
し
た
。　

参
加
者

か
ら
は
、

「
秋
田
県

の
自
然
は

と
て
も
豊

か
な
の

で
、
大
変

良
い
体
験

を
す
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。」

「
子
供
と

一
緒
に
森

林
や
自
然
を
体
験
し
な
が
ら
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
森
林
の
中
で
学
び
な
が

ら
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ

け
た
よ
う
で
し
た
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
に
仁
別
国
民

の
森
や
仁
別
森
林
博
物
館
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
仁
別
の

森
林
の
中
で
森
の
恵
み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

The Letter From Each Place

各
地

か
ら
の

た
よ
り

環
境
美
化
活
動
と
森
林
教
室

技
術
普
及
課

環境美化活動の様子森林教室の様子

案内人の説明を聞きながらの博物館見学

案内人の説明を聞きながらの自然観察木の葉の標本作製体験の様子
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こ
の
よ
う
な
岩
泉
町
、
昨
年
8
月
30
日

に
東
北
で
は
初
め
て
太
平
洋
側
よ
り
上
陸

し
た
台
風
10
号
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
林
道
の
み
な
ら
ず
国
道
や
町
道
な
ど

の
生
活
道
路
ま
で
も
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
道

路
が
通
行
可
能
と
な
っ
た
も
の
の
、
河
川

に
堆
積
し
た
砂
利
の
排
出
や
、
片
側
交
互

通
行
状
態
と
な
っ
て
い
る
道
路
の
復
旧
、

被
害
を
受
け
た
建
物
の
再
建
な
ど
、
台
風

か
ら
お
お
よ
そ
1
年
が
経
過
し
た
現
在
も

復
旧
作
業
が
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
幸

い
に
も
釜
津
田
森
林
事
務
所
の
管
轄
す
る

地
域
は
大
き
な
被
害
も
な
く
、
過
去
か
ら

こ
の
森
林
を
育
て
守
っ
て
き
た
方
々
に
感

謝
す
る
次
第
で
す
。

　「
今
は
ど
こ
に
住
ん
で
る
の
？
」「
岩
手

県
の
岩
泉
っ
て
町
」「
あ
〜
、
あ
の
金
色
堂

と
か
が
あ
る
･
･
･
」「
そ
れ
は
平
泉
」。

こ
れ
が
私
の
現
在
勤
務
し
て
い
る
森
林
事

務
所
を
県
外
の
人
に
説
明
す
る
際
の
お
決

ま
り
の
や
り
と
り
で
す
。

　
そ
ん
な
勤
務
先
の
釜
津
田
森
林
事
務
所

は
岩
手
県
の
中
央
や
や
右
よ
り
に
位
置
し

て
い
る
岩
泉
町
の
南
西
部
、
北
上
山
系
に

位
置
し
て
い
る
国
有
林
を
約
9
千
ha
が
管

轄
と
な
り
ま
す
。
管
内
に
は
約
2
千
ha
の

カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
と
、
6
千
5
百
ha
の
ブ

ナ
を
主
体
と
し
た
天
然
林
、
そ
し
て
奥
地

に
あ
り
が
ち
な
国
有
林
施
業
地
の
さ
ら
に

奥
に
位
置
す
る
5
百
ha
の
岩
手
短
角
牛
の

放
牧
地
が
あ
り
ま
す
。
最
奥
部
に
位
置
す

る
「
櫃
取
湿
原
」
は
牛
の
放
牧
に
よ
り
作

り
出
さ
れ
た
美
し
い
景
観
が
有
名
で
、
特

に
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
咲
く
G
W
周
辺
は
多

く
の
人
が
散
策
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
の
地
域
は
針
葉
樹
人
工
林
を

対
象
と
し
た
林
業
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
天
然
に
生
育
し
て
い
る
広
葉
樹
を
伐
採

し
て
林
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
針
葉
樹
人
工
林
が
増
え
て
き
て
い
る

現
在
で
も
広
葉
樹
に
対
す
る
思
い
入
れ
も

強
く
、
数
年
前
よ
り
町
全
体
で
も
広
葉
樹

を
中
心
に
林
業
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
釜
津
田
森
林
事

務
所
は
カ
ラ
マ
ツ
の
生
産
が
主
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
町
と
併
せ
て
今
後
は
国
有
林

で
も
、
人
工
林
内
に
生
育
す
る
広
葉
樹
等

に
つ
い
て
も
目
を
向
け
て
行
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

台風後の町内

カラマツ林内の広葉樹

櫃取湿原

岩泉ってどこにあるの？
三陸北部森林管理署 釜津田森林事務所　森林官補　佐久間　彬

（9月1日付農林水産省出向）

森林官からの手紙

　本誌今年度5月号『我が署の名所』で紹介され
た、山形県は朝日山地の大鳥池。伝説の巨大魚･タ
キタロウの生息地として有名ですが、タキタロウは
実在する！と本気で狙う釣り馬鹿が世の中にはい
るもので、かくいう私もその一人です。　
　8月中旬に大鳥池をルアーで攻めると、30cm
前後のイワナがコンスタントに釣れました①。池に
流れ込む中ノ沢も餌釣りで調べたところ、下流から
3つ目の滝までイワナが生息していました②。池の
イワナは頭が小さく丸みを帯びた体型ですが、餌
の豊富な池で急速に成長したのでしょう。一方沢の
イワナは、強い流れに適応するために発達した大
きな尾ビレが目を引きます。恐らく①のタイプが将
来のタキタロウ候補でしょう･･･『タキタロウ＝突然
変異で巨大化したイワナ』だと私は妄想しています
が、いかがでしょうか？
　大鳥小屋の親父さんによると、イワナの餌として
池にアブラハヤ③を放流しているとの事。ところが
晩の肴用にキープした池のイワナをさばいてみる

と、胃の中から青い翅がごっそり出てきて驚きまし
た。池の周辺にはオオゴマシジミ④が沢山飛んで
いて、イワナはアブラハヤの他に、水面に落ちたこ
のチョウをたらふく捕食していたのです。他にもコ
ガネムシ類やコエゾゼミ⑤など、昆虫類が多く食べ
られていました。
　タキタロウが巨体を維持するためには、小さな
魚や昆虫よりも大きなイワナを捕食した方が効率
的です。大鳥池の生態系ピラミッドの底辺は水中
のプランクトンや水辺の植物で、次の階層がそれら
を食べるアブラハヤや昆虫類、さらに次の階層が
それらを捕食するイワナ、そしてイワナを襲うタキ
タロウこそが頂点に君臨しているに違いありませ
ん。
　タキタロウを狙うのであれば、禁漁間近の9月
下旬、産卵のために遡上する（であろう）東沢⑥の
流れ込み付近で、イワナに似せた大きなミノーを
使ってみてはどうでしょうか？　吉報お待ちしてお
ります。

①大鳥池のイワナ

④オオゴマシジミ

②中ノ沢のイワナ

⑤コエゾゼミ

③アブラハヤ

⑥東沢 (産卵場所？ )

津軽白神森林生態系保全センター 専門官　有本　実

タキタロウは幻か？
　̶大鳥池の生態系̶

mini 
corumn
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名
で
、
特

に
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
咲
く
G
W
周
辺
は
多

く
の
人
が
散
策
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
の
地
域
は
針
葉
樹
人
工
林
を

対
象
と
し
た
林
業
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
天
然
に
生
育
し
て
い
る
広
葉
樹
を
伐
採

し
て
林
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
針
葉
樹
人
工
林
が
増
え
て
き
て
い
る

現
在
で
も
広
葉
樹
に
対
す
る
思
い
入
れ
も

強
く
、
数
年
前
よ
り
町
全
体
で
も
広
葉
樹

を
中
心
に
林
業
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
釜
津
田
森
林
事

務
所
は
カ
ラ
マ
ツ
の
生
産
が
主
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
町
と
併
せ
て
今
後
は
国
有
林

で
も
、
人
工
林
内
に
生
育
す
る
広
葉
樹
等

に
つ
い
て
も
目
を
向
け
て
行
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

台風後の町内

カラマツ林内の広葉樹

櫃取湿原

岩泉ってどこにあるの？
三陸北部森林管理署 釜津田森林事務所　森林官補　佐久間　彬

（9月1日付農林水産省出向）

森林官からの手紙
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the Noted Place of My Jurisdiction

　
当
署
管
内
は
、
一
部
が
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
に
含
ま
れ
て

お
り
、
観
光
名
所
等
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
国
立
公
園
の

近
隣
に
あ
る
「
茶
釜
（
ち
ゃ
が
ま
）
の
滝
」
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

  

「
茶
釜
の
滝
」
は
、
日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
て
お
り
、
米
代
川

の
支
流
で
あ
る
夜
明
島
川
の
上
流
部
に
位
置
す
る
夜
明
島
渓
谷
の

最
上
流
部
に
懸
か
る
滝
で
、
百
選
の
中
で
は
奈
良
県
の
「
双
門
の
滝
」､

愛
媛
県
の
「
御
来
光
の
滝
」
と
並
ん
で
滝
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

難
し
い
「
三
大
難
攻
滝
」
の
一
つ
と
も
言
わ
れ
る
秘
境
の
滝
で
す
。

  

滝
ま
で
は
、
山
ル
ー
ト
と
沢
（
川
）
ル
ー
ト
が
あ
り
、
い
ず
れ

の
ル
ー
ト
も
車
両
で
の
最
終
地
点
か
ら
片
道
約
２
〜
３
時
間
か
か

り
ま
す
。
山
ル
ー
ト
は
八
幡
平
の
麓
に
あ
る
大
場
谷
地
（
駐
車
場

あ
り
）
か
ら
高
低
差
約
4
0
0
ｍ
を
登
っ
て
下
る
山
越
え
コ
ー
ス

と
な
り
ま
す
が
、
途
中
か
ら
は
沢
を
下
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
箇

所
も
あ
り
、
見
ど
こ
ろ
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

  
一
方
、
沢
（
川
）
ル
ー
ト
は
夜
明
島
林
道
終
点
付
近
か
ら
夜
明

島
渓
谷
を
登
る
た
め
、
高
低
差
は
少
な
い
も
の
の
、
鎖
場
や
は
し

ご
な
ど
危
険
箇
所
も
多
く
あ
り
、途
中
に
は「
泊
滝
」や「
白
雲
の
滝
」

な
ど
多
く
の
滝
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

ま
た
、
登
山
等
に
自
信
の
あ
る
方
々
が
多
数
で
ト
ラ
イ
す
る
場

合
は
、
車
両
を
反
対
側
に
も
用
意
し
て
、
山
ル
ー
ト
か
ら
沢
（
川
）

ル
ー
ト
、
逆
に
沢
（
川
）
ル
ー
ト
か
ら
山
ル
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

  

ど
の
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
楽
し
む
に
し
て
も
、
か
な
り
難
所
が

あ
り
ま
す
の
で
、
登
山
の
準
備
を
万
全
に
し
て
複
数
で
入
山
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
当
日
の
天
候
や
水
か
さ
の
状

況
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

併
せ
て
、
付
近
で
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
も
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
鈴
の
携
行
な
ど
ク
マ
対
策
も
忘
れ
ず
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

我
が
署
の
名
所

三
大
難
攻
滝
の
一
つ
「
茶
釜
の
滝
」

　
　
　
　（
秋
田
県
鹿
角
市
八
幡
平
）

米
代
東
部
森
林
管
理
署
管
内
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◎交通アクセス
「茶釜の滝」入り口「夜明け島林道終点」まで
東北自動車道「八幡平IC」から車で約２７km（約１時間）
JR花輪線「八幡平駅」から車で約２４km（約１時間)

泊滝茶釜の滝白雲の滝

八幡平駅

至 仙北市
八幡平

至 八幡平市

鹿角八幡平IC

東北自動車道

JR花輪線

夜明島林道

川ルート 山ルート

茶釜の滝

191

22

341

282


